
 

24.10.16 まとめが大事 

 

総合的な学習の時間および探究学習における「まとめ・発表」活動の意義と指導の在り方 

現在の教育現場では、探究のプロセスにおける事前の準備や当日の活動に力が注がれる一方で、活動

後の「まとめ・発表」が簡略化され、単なる感想文の記述で終わってしまう傾向が少なくない。しかし、この

段階こそが、学習内容を深化させ、生徒の資質・能力を多角的に高めるための極めて重要なプロセスで

ある。以下にその重要性を 5 つのポイントで整理し、具体的な指導例を提案する。 

1. 非認知能力の育成と自己肯定感の醸成 まとめや発表の活動

は、単なる知識の整理に留まらず、学習内容を自分の言葉で再

構築する機会を生徒に提供する。このプロセスを通じて、情報を

批判的に吟味する思考力や、直面した課題を乗り越える問題解

決能力、他者に考えを伝えるコミュニケーション能力といった非

認知能力が養われる。また、発表の場で自らの考えが他者に認

められる経験は、大きな達成感をもたらし、自己肯定感の向上に

直結する。さらに、発表準備やフィードバックの過程は、自己制御

力や協調性、学習意欲といった社会的なスキルを強化する場とし

ても機能する。 

2. メタ認知能力の強化と学習の定着 振り返り活動は、生徒が自らの学習過程を客観的に捉え直す「メ

タ認知能力」を育成する重要な機会である。自分の学び方を調整する力を身につけることは、長期的

な学習成果に大きく寄与する。また、学んだ内容を他者に伝えるために情報を整理し、構造化する作

業は、記憶を強化し、知識を定着させる効果がある。他者からの質問に応答したり、異なる視点の意見

に触れたりすることで、理解はより一層深まり、学んだことを別の場面に応用する力へと昇華される。 

3. 主体的な学びの促進と学習意欲の向上 生徒自身が活動を振り返り、自らの手で成果をまとめること

で、学習の主導権が生徒自身の手に渡り、主体的な学びの姿勢が培われる。成果を確認し、自らの成

長を実感することは、次なる学習への強い動機付けとなる。また、他者と意見を交換し、共有する過程

で学習の楽しさを実感し、知的な好奇心が刺激されることも大きなメリットである。 

4. 多様な表現力とコミュニケーション能力の習得 まとめ・発表の場では、文章だけでなく図、グラフ、写

真、年表といった多様な表現方法を選択・活用する力が求められる。聴衆の特性に合わせて内容や表

現を調整する配慮は、実践的なコミュニケーション能力を養う。特に、視覚資料を効果的に用いて論理

的に説明し、質疑応答を通じて双方向に意見を交わす経験は、現代社会で必要とされる表現力の基

盤となる。 

5. 思考の可視化と深化 自分の考えを他者に伝えるためには、

断片的な知識を再構築し、言語化する必要がある。この「思考の

可視化」のプロセスこそが、自らの考えを明確にし、さらに深める

契機となる。発表後の質疑応答を重視することで、自分一人では

気づかなかった問題点や新たな課題が発見され、さらなる探究活

動への足がかりとなる。 

 



 

具体的な振り返り・まとめの指導例（計 3 時間程度） 

効果的なまとめ・発表を実現するために、以下のような 2～3 時間で完結する具体的なプログラムを提案

する。 

• 第 1 時：個人の振り返りと情報の整理（約 45 分） まずは「K-W-L チャート」を活用し、学習前に

知っていたこと（Know）、学びたかったこと（Want）、実際に学んだこと（Learn）を整理する。学

習シートを用いて、分かったことだけでなく、疑問に残ったことや今後の目標を個々人で書き出

す。これにより、思考を言語化し、自分の学びを客観視する時間を確保する。 

• 第 2 時：グループでの共有とまとめの作成（約 45 分） 個人でまとめた内容を持ち寄り、少人数

のグループディスカッションを行う。互いの意見を聞き、共通点や相違点を見つけることで多角的

な視点を取り入れる。その後、ポスター形式やデジタル資料など、多様な方法でグループの成果

を可視化し、役割分担を決める。 

• 第 3 時：発表（ポスターセッション形式）と相互評価（約 50 分） 教室内でポスターセッションを実

施する。この形式は、短時間で多くの生徒が発表・聴講でき、双方向の質疑応答が活発になりや

すい利点がある。発表後には、ポートフォリオを活用して他者からのフィードバックを記録し、自分

たちの学びを再確認する。 

指導上の留意点と評価 教員は、生徒が主体的に思考できるよう、適切な問いかけや情報提供といった

支援に徹することが求められる。評価においては、単なる最終成果物だけでなく、プロセスや非認知能

力の伸びを多角的に捉えるべきである。ポートフォリオに学習の軌跡を蓄積することで、生徒自身の長

期的な成長を可視化し、評価へと繋げることが可能となる。 

 

以上のように、まとめ・発表の活動を充実させることは、探究学習の質を担保し、生徒が変化の激しい

社会を生き抜くための資質・能力を育む上で不可欠なプロセスである。 


